
自立訓練の実施

具体的な支援メニューのイメージ

＜基本的な考え方＞
以下に掲げる支援を組み合わせたモデル事業を実施することにより、高次脳機能障害の把握から自立訓練、
地元復帰まで切れ目のない支援の実施を可能とするための方策の実現に向けた取り組みの検証を行う。

＜補助対象＞
自動車事故により高次脳機能障害を有する者が利用する自立訓練事業所（機能訓練、生活訓練）

ネットワーク構築支援

急性期病院
自立訓練を提供する

事業所等

協 力

病院・事業所がそれぞれ得意とする
観点から患者の評価を行い、協力し
た退院後のコーディネートを目指す。

病院の得意な点

高次脳機能障害に対する医学的な評価

事業所の得意な点
（病院での評価が難しい点）

病院から社会に出たときの評価

相談ネットワークの構築を支援

自立訓練提供支援

専門的知識を持つ
職員の確保を支援

地域連携支援

自立訓練を提供する
事業所等

協 力

地域ネットワークの構築を支援

課題

賃金水準の低さ等により、高次脳機能
障害に対応できる専門的知識を持つ
職員の確保が困難

事業所等が専門的知識を有する者を
確保して、自立訓練を提供する場合
に係る経費を支援し、専門的知識を
有する職員による事業実施を目指す。

地元の事業所

課題

地域において高次脳機能障害に対す
る十分な理解・対応力を有する事業所
等は限定的

高次脳機能障害に対する十分な理
解・対応力を有する自立訓練を提供
する事業所が地元の事業所等と連携
することにより、地元での生活への
円滑な移行を目指す。

社会復帰促進事業
別紙


